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１．概要（Summary） 

蛍光ナノダイヤモンドを用いた細胞内温度計測は，光

とマイクロ波を細胞試料に照射し, 窒素欠陥（NV）中心の

光検出磁気共鳴（ODMR）を読み取ることで可能になる。

この操作を簡便かつ迅速に行うために，我々はこれまで

アンテナ集積化培養ディッシュを開発してきた。さらに培

養ディッシュ上でも広範囲にマイクロ波を照射できるように

アンテナ構造にはスプリットリング共振器の概念を取り入

れた構造を提案した。この構造ではストリップライン導波路

を給電線として、共振器にマイクロ波を入力する。この構

造を実現するために、共同利用施設のリソグラフィ関連設

備を利用した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム 

【実験方法】 

  金蒸着されたカバーガラスにレジストを塗布し，95℃で

90 秒間ベイキングを行う。その後，LED 描画システムで

作製したフォトマスクを置き，水銀灯を 18秒間照射してデ

ィベロッパーに浸す。最後に，エッチング液で金の下にバ 

 

ッファー層として存在するクロム薄膜を落として，アンテナ

付きカバーガラスが完成する。このカバーガラスを培養デ

ィッシュに接着させることでアンテナ集積化培養ディッシュ

を完成させた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

前述の方法で作製した培養ディッシュをネットワークア

ナライザ（Anritsu MS46122B）を用いて，マイクロ波の反

射特性と透過係数を測定した。我々が求めるアンテナ特

性は実現されているものの，最適化されているわけではな

いため，今後改善していく予定である。 
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Fig. 1: Proposed antenna with strip line anten-

na and two split ring resonators etched on a 

cover glass 

Fig. 2: Glass bottom dishes with the cover glass 

which antenna is etched on 


